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研究成果の概要（和文）：本研究は、超高齢農村に暮らす高齢者を対象に、地域活動への関与のあり方の解明を
目的に、複数の社会実験を企画し、地域づくり活動への参画促進を図った。本研究では、3つの領域（高齢者の
行動特性、取組メニュー開発、行政との連携）からのアプローチを用意した。
成果は次の通り。高齢者の行動特性をみると、多くの農村高齢者は、近隣ネットワークを維持し、その仲間から
の誘いによって地域活動に参画していることが明らかになった。また、健康管理カードづくりや健康体操の開発
及びその習慣づけ、朝市や地鶏肥育活動等の取組メニューを開発した。

研究成果の概要（英文）：This research planned more than one social experiment and planned for 
participation promotion to develop of region activity for the purpose of explication of the state of
 the participation to rural activities targeted for the senior citizen who lives in a super-aged 
rural community. Approach from three phases (senior citizen's behavioral characteristic, match menu 
development and cooperation with administration) was prepared by this research.
  The outcome is as follows. When senior citizen's behavioral characteristic is seen, many rural 
community senior citizens maintain a neighborhood network and take part in rural activities by an 
invitation from the company. Health care card making, development of exercise for health and it's 
conventionalized, and the match menu by which it's for a morning market and chicken of the place 
fattening activity has been developed.

研究分野： 農村社会学
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１．研究開始当初の背景 

(1) 高齢化の深まりは、かつて経験したこと

のない深刻な諸問題を引き起こしつつあり、

人口減少による農村集落の消滅という蓋然

性が強まってきている。このような実態を前

に、農村社会・農業経済研究の分野において

も、各種研究が進められ、深刻な問題性や構

造要因に関する客観的抽出を果たしている。

しかしながら、農村社会の再生に向けた実践

的・応用的・実用的な研究は現状において、

ほとんどみられない。 

(2) 日本全体が世界に類をみない高齢社会

に突入した今だからこそ、高齢化を先取りし

て経験してきた農村社会を見つめ直し、新た

な農村コミュニティの姿を再構築すること

が強く求められている。そこで、本研究は、

超高齢農村に暮らす高齢者の日常的な諸行

動や社会関係を踏まえながら、農村地域の住

民による活性化実践を対象とし、研究者との

協働による高齢者実践という社会実験を企

画・実行し、その実践を成立・持続させるシ

ステムを明らかにしようとするものである。 

 
２．研究の目的 

(1) 本研究は、農村社会に暮らす高齢者を対

象に、学際的なアプローチにより彼らの活動

実態と意識を解明するとともに、地域の高齢

者に寄り添いながら各種の社会実験を遂行

し、全国各地の農村に適応可能な、生き甲

斐・支え甲斐の醸成のための農村活性化モデ

ルづくりをし、その普及可能性を考察するこ

とを目的とした。 

(2) 本研究では、超高齢社会における新たな

農村コミュニティ形成に向けて、3つの領域

（高齢者の行動特性、地域活性化の実践を含

めた取組・学習メニュー開発、行政と連携し

た総合的高齢者支援モデルの検討）において、

高齢者の健康や心理、農村社会、地域防災、

農村建築、健康体操などから多面的に総合的

なアプローチを試みた。 
 
３．研究の方法 

(1) 持続的な農村計画モデルづくりを目指

す本研究は、各学問分野間の共通理解を図り

ながら、社会実験の実施という本研究の特質

を踏まえて、調査対象地域との良好な関係を

保持しつつ、研究の素材となる住民の諸活動

をサポートしながら、同時に高齢者住民の活

動データの収集と分析、そしてそれらの住民

へのフィードバックを繰り返し、農村活性化

を担うアクティブシニアの特徴の解明にあ

たった。 

(2) 主な調査対象の地域は、秋田県三種町の

上岩川地域であり、15 の小集落で構成された、

世帯数 201 戸、人口 443 人、高齢化率 57.3％

の農村地域である。その他に、秋田県横手市

の三又地区（6の小集落で構成された、世帯

数 85 戸、人口 230 人、高齢化率 44.8％の農

村地域）などの中山間地域も対象とした。 
 
４．研究成果 

(1) 高齢者の行動特性：調査対象地域の全世

帯の調査をおこない、家族状況や生活者の意

向の把握に努めた。その結果、独居高齢者世

帯、高齢夫婦のみ世帯にあっても、一般に、

近隣（隣組）とのネットワークを維持してい

ること、地域づくり活動に参画しているアク

ティブシニアと呼ばれる高齢者は、その仲間

からの誘いによって参画し、グループ内で自

らの役割を見出していくという経験を重ね

ていることなどが明らかとなった。これは、

高齢者の地域づくり意欲を増進させるため

には、隣組という範域の活用が鍵であること

を示唆している。また、一部に存在する引き

こもり高齢者への対処については即効的な

解決策は見出しがたく、実態に即してみると、

顔見知りによる地道な声かけによって心を

和ませることが第一義的に重要であると考

えられる。 



(2) 高齢者向けの学習・実践メニュー開発：

本研究期間中に各種の社会実験的な働きか

けをおこなった。主な取組として、町行政の

保健活動と連携した高齢者健康学習会の開

催、週に一度の健康体操タイムの設定、継続

的な朝市活動と養鶏飼育活動、さらには、訪

問者受け入れのための地域資源（山や川等）

活用イベントの開催、超高齢農村間の交流活

動、地元小学生との交流活動などである。こ

れらの社会実験により、主に以下の 5つの成

果を得ることができた。 

第一に、健康への関心を醸成するため、保

健婦や高齢者サポートの各種の仕事を目指

す学生たちと地元高齢者との学習会を開催

し、相互交流を図るとともに、高齢者自身に

よる健康管理カードづくり活動を実施し、継

続的活動にすべく実践を重ねた。高齢者の健

康への関心は高く、何がしかの共同活動を仕

組むことによって、健康管理の普及可能性が

高いことを確認できた。 

第二に、地元高齢者に馴染みのある「秋田

音頭」の楽曲を使った健康体操を開発し、そ

の習慣づけを図っている。朝市の取組の日

(毎週日曜日)に集まり、健康体操を始めてい

る。楽しい企画として、住民の評価を得た。

ただし、朝市の開催されている会場への参加

が困難な、足腰の弱った高齢者に対しては別

途、健康維持の取組が求められる。 

第三に、当該地域においては、高齢者によ

る朝市（直売）や地鶏肥育などの地域活性化

実践を継続的におこなっている。 

前者は、地域の中心地に位置する空き家を

活用して活動拠点としているが、そこは「お

ばあちゃん喫茶店」とも呼ばれ、高齢農家の

庭先農産物が販売できる直売店機能を持つ

のみならず、地元高齢者と外部の人々とのコ

ミュニティ・サロン機能を果たすようになっ

た。高齢者女性群によって、継続的な経営が

実現している。その他に、地域の特徴的な農

産物であるじゅんさいへの関与も目指して

いる。 

後者は、数年前に整備した鶏舎を使って平

飼いの鶏を育て、生卵や鶏肉を販売する取組

であり、高齢者による経済活性化の実践であ

る。年間 180 万円規模のビジネスに仕上がっ

てきた。これは主に地域の高齢者男性群によ

って担われており、高齢者ビジネスの基盤を

形成した。 

また、地域資源活用として、川魚や山菜な

どに着目し、訪問者をもてなす交流イベント

の可能性を探っている。これらを通して、外

部からの訪問者とのふれあう機会が増え、超

高齢農村レベルでの交流・対流型活性化実践

を意欲的に担う高齢者の参画が顕在化して

きている。 

第四に、廃校後の統合先小学校の教員との

協議により、現役小学生との交流を始めてい

る。8 月 6 日に開催される「ねぶ流し」とい

う地域の伝統行事への、子供たちの参画は地

域に暮らす高齢者に元気を与えている。これ

は、小学生の制作した「ねぶ」と呼ばれる大

きな藁人形に火をつけ川に流し、無病息災を

願うものであり、高齢者の多くが楽しみにし

ている地域行事である。 

第五に、秋田県内における類似の超高齢農

村との交流を展開している。自分たちの農村

だけが条件不利であるという認識が広がれ

ば、地域づくり意欲の減退に繋がりかねない。

そこで、類似の超高齢農村との交流によって、

自らの実践活動の特徴を理解するとともに、

他者の実践を学びあい、他地域の仲間を獲得

することができた。 

(3) 行政と連携した高齢者支援のあり方： 

当該研究による働きかけによって、町役場

の健康福祉課と企画政策課が連携して超高

齢社会への行政的な対応を検討してきた。そ

して、具体策の一つとして、クアオルト事業

（豊かな自然環境の中を散策し、癒しを体感

する健康活動）の導入を積極的な図ることに

なり、町内に5箇所のコースを整備している。



当該の調査地域でもその一つのコースが含

まれたことを契機に、クアオルト参加者との

交流に加え、地元高齢者と行政との意見交換

の機会を拡充してきている。これにより、行

政は地域に暮らす高齢者の声を直接的に把

握することができ、高齢者にとっては行政を

支える意気込みが形成されつつある。また、

末端の地域コミュニティとの協働によって、

高齢者見守り活動への刺激を与えることが

できた。 

以上のような取組は、高齢者を包む 3つの

階層（個人レベル、仲間集団レベル、そして

行政への接点レベル）への接近に対応するも

のである。高齢者の協働に基づく地域づくり

実践活動は、高齢者個々のコミュニケーショ

ンの促進に寄与するとともに、地域ビジネス

創造が高齢者住民自らの手によって実現で

きることを実感でき、さらには行政との協働

によるクアオルト等の健康活動への参加に

より、地方行政との間の心理的な距離を縮め

ることにもなることが検証できた。 
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